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資料３

Ⅲ 今後のプロジェクト等の進め方

１ プロジェクト等の進め方

（１） フードビジネスプロジェクトによる全県的な取組

① 具体的取組項目の選定等（６月中）

庁内プロジェクト連絡会議を設置し、取組テーマ毎に課題整理と具体的取組項

目の優先順位、スケジュールを決定、ワーキンググループを構成

② 取組の推進（７月以降順次）

関係機関や企業と個別協議を行い、個々のビジネス創出や課題解決に取り組む

③ 進捗管理等

プロジェクトの進捗状況をフードビジネス推進会議の実務者会議において管理

し、進捗状況に応じて２６年度以降のみやざき成長産業加速化基金等の活用方法

についても検討

（２） 地域を起点としたフードビジネスの育成・拡大の取組

① 具体的取組項目の選定等（７月以降順次）

７月中に地域ネットワーク会議を設置し、地域別の課題の整理と具体的取組項

目の内容、スケジュールを検討・決定

② 取組の推進（８月以降順次）

市町村や関係団体、企業等と連携を取りながら推進

③ 進捗管理等

取組の進捗状況をフードビジネス推進会議の実務者会議において管理し、進捗

状況に応じて２６年度以降のみやざき成長産業加速化基金等の活用方法について

も検討

（３） 宮崎県フードビジネス推進会議の進め方

○ 会議の円滑な連携・協力体制を確保するため、７月頃を目処に各構成機関の実

務者による会議を設置し、プロジェクトの状況等について情報を共有化

○ 推進会議本体は２月頃に開催し、本年度の取組状況の報告や今後の方針を協議
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２ 活用する財源等

（１） みやざき成長産業加速化基金

本県の強みを生かした新しい時代を切り開く産業の育成を加速化させるために設

置された総額３０億円のみやざき成長産業加速化基金を活用した事業を展開

※ 平成２５年度基金充当額 ５億７千万円

（２） 国・県の補助事業等

① 戦略産業雇用創造プロジェクト（厚生労働省事業）～申請予定

雇用情勢が厳しい県において、産学官金が地域の産業政策と一体となって安定

的で良質な雇用を創出する事業（専門家の雇用、商品の発進力強化、大学寄付

口座、事業主向けセミナー等）について国が補助

② その他

起業支援型地域雇用創造事業（厚生労働省事業）、宮崎県口蹄疫復興対策運用

型ファンド事業など

（３） 農林漁業成長産業化ファンド

実施主体による各種支援の有効活用


